
令和６年度 蟹江町学校部活動地域移行検討委員会 内容 
 

 

 

第 1回 

 日 時：令和６年６月 26日（水）午後７時～ 

 場 所：蟹江中央公民館 研修室 

 出席者：委員 11名、事務局８名 

 件 名： 

  (1)  学校部活動の地域移行等に関する国の方針等について 

〇国のガイドラインを確認 

 

  (2)  蟹江町の部活動の現状について 

〇学校の状況とアンケート結果の報告等 

 

 (3)  他自治体の現状について 

〇海部地域の状況を確認 

 

その他 

 次年度実証事業を実施していく方向で検討していくことを提案 

 

 

 

 

第２回 

日 時：令和６年 10月８日(火) 午後７時～ 

場 所：蟹江中央公民館 研修室 

出席者：委員 11名、事務局６名 

 件 名： 

(1)  10月 7日開催の愛知県部活動の地域移行・地域連携協議会の報告 

   〇先進事例として大府市の発表があったことを報告 

 

 (2)  学校部活動地域移行実証事業について 

①全国の先進事例について 

〇自治体の規模や財政力、地域性で７パターンある 

   ②海部地域の動向について 

〇未定のところも複数あるが、業者委託で進めているところもある 

③令和７年度 蟹江町部活動地域移行実証事業について 

〇剣道部の実証事業とコーディネーター導入について提案 

      意見 ・剣道部の実証事業を行うのはいいが、他の部活も合同部活動等の措置が必要 

         ・全体を考えた時学校と切り離すのか部活動を維持し地域連携をするのかが課題 

          ・合同練習等は蟹中と飛島の野球部で実績があるが、レギュラーになれる人数の 

バランスで成立しているところがあるので、そういった点も配慮が必要 

              ・学校と切り離す場合、保険の負担等がどうなるのか確認がいる 

              ・費用が発生する場合は、生活困窮者への配慮が必要 

              ・まずは剣道部で実証事業をやるのは妥当 

 

その他 

   次回までに地域移行に向けての周知チラシを作成してお示ししたい。 

 

 

 

 

 



 

第３回 

日 時：令和７年２月４日（火）午後７時～ 

場 所：蟹江中央公民館 研修室   

出席者：委員 12名、事務局９名 

 件 名： 

(1)  １月 30日開催の愛知県部活動の地域移行・地域連携協議会の報告 

〇講演、事例発表（常滑市の事例）の内容、指導者の勤怠管理アプリ紹介の報告 

 

(2)  部活動改革の今後の方向性について 

   ＜国の実行会議中間とりまとめの内容から＞ 

〇「地域移行」という名称が「地域展開」に変更 

〇「改革実行期間」令和８～10年度 前期、令和 11～13年度 後期とし、どの地方公共団体も前期 

の間に休日の地域展開に着手、改革実行期間内に、原則、全ての学校部活動で地域展開の実現を目 

指し、平日の部活動は課題を解決しつつ改革を推進する等と示された。 

〇学習指導要領では次期改定にあわせて学校部活動と地域クラブに関する記載の在り方を検討 
 

(3) 令和７年度以降の蟹江町の部活動・クラブ活動について 

  ◎蟹江町での今後の取組スケジュールについて、休日の部活動は令和９年８年月までとし、令和９年 

９月から地域クラブを本格始動することを提案し、承認された。なお、以下の意見をいただいた。 

     意見 ・学校としては、いつでも対応できる。 

         ・海部地域の他自治体の状況も確認しておいてほしい。 

         ・指導者の確保が問題。教員の兼職兼業のことも考えていってほしい。 
 

①令和７年度 蟹江町部活動地域移行実証事業について 

〇剣道部の実証事業の内容については、９月以降月２回、蟹江町体育館で実施、参加費無料、教育委員 

会直営だが、出欠管理等を活き生きかにえスポーツクラブに委託する計画である。国の体制整備事業に 

申請する予定。 
 

②実証事業以外の取組について 

  〇３月中旬配布予定の周知チラシについて、以下の意見をいただく。 

    意見 ・大会参加についてもう少し分かるように書いてほしい。具体的にどうなるのか。 

・休日の部活動がなくなった場合、平日の部活動の参加者が減り、スポーツをする中学生 

が減ることが心配である。 

・休日の部活動がなくなっても、平日の部活動の時間は変わらない(長くならない)のか。 

・地域クラブは、他自治体の子も参加できるのか。 

・チラシでは休日の部活動がなくなることを言いたいのか、地域クラブ始動を言いたいの 

か。地域クラブ始動を前面に出したほうが良いのではないか。 

・中学２・３年生、小学５・６年生への配布に加え小学１～４年生にも配布してはどうか。 

回答 ・大会参加については種目ごとに話が進められている。平日の部活動があれば学校からの 

参加になる。地域クラブも登録すれば出場できるが、両方に所属する生徒があった場合、 

両方の選手になれない。 

        ・今は、生徒が多様な体験ができることが推奨されており、スポーツ以外の体験をするこ 

とも尊重すべきなので、ご理解いただきたい。 

        ・平日の部活動は当面は変わらない。 

        ・現在のところ、他の自治体からの参加は考えていない。 

            ・チラシの文言等を見直し、分かりやすいように修正する。 

          ・配布先は見直しをする。 

   ◎次回チラシの修正案を示し、承認を得てから配布する。 

  ◎アンケート結果のホームページ掲載については承認された。 

  

その他 

次回は２月末か３月初めに開催 

 



 

第４回 

 日 時：令和６年３月４日（火）午後７時～ 

 場 所：蟹江中央公民館 研修室 

 出席者：委員 11名、事務局８名 

 件 名： 

  (1) 蟹江町の中学校部活動改革周知チラシについて 

    ◎チラシ案については承認いただいた。 

 

(2) 令和７年度のスケジュール（案）について 

    〇令和７年度の部活動改革についてのスケジュールは、９月から剣道クラブの実証事業を行うほか、 

10月以降両中学校の体育館空調設備工事に従い休日に一部の部活で合同部活動を実施する予定で、それ 

にともない、両中学校との連絡会議を随時行い、今後の改革推進につなげていく。また、体制整備とし 

て、剣道以外で実証事業可能な種目の検討、指導者の基準検討等を行う。これらの実施内容については 

検討委員会を年４回開催し委員の意見を聞きながら進めていく。 

 

その他 

   年度が変わるので、異動がある方は新しい役の方に引継ぎをお願いしたい。 

 


